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府立羽曳野支援学校 

校 長  東野 裕治 

 

令和５年度 学校経営計画及び学校評価 

 
１ めざす学校像 

児童生徒、保護者、医療者、教職員が、羽曳野支援学校で出会ったすべての人や経験を通して「はびきのプライド」を持ち、児童生徒が、「強く、明るく、豊かに」毎日を過ご

し、原籍校へ戻っていける学校をめざす。 

・児童生徒一人ひとりの個性と可能性を大切にし、「楽しく学び、ともに育ち、豊かに生きる」教育の実現。 

・地域の学校や関係機関との協働推進による病気やけがの子どもたちへの支援の拡充。 

 

２ 中期的目標 

１ 児童生徒一人ひとりの可能性を引き出す個別最適な学びと協働の学びの充実 

① 児童生徒の病気やけがの状況に応じた指導内容や指導方法の工夫等を充実させるために多様な教育活動に取り組む。 

② 小学部・中学部段階から将来をみすえた自主性・自立性を育成するため、発達段階に応じたキャリア教育の充実をめざす。 

③ 確かな学力の定着と学びを深化させるため、１人１台端末を効果的に利活用した様々な体験(間接的・疑似的)や、プログラミング的思考の育成、読書活動の推

進、本校と各分教室間や原籍校とつなぎ、協働の学びの充実をさらに推進する。 

④ 本校と６つの分教室間の効率の良い教員配置を推進し、分教室間連携では ICT を活用する等発展させる。 

⑤ 個別の教育支援計画・個別の指導計画の充実および児童生徒の特長をのばす支援体制の確立をめざす。 

２ 支援教育力の向上 

① 「主体的対話的で深い学び」をめざした授業や、自立活動を充実させ、児童生徒が自分の病気やけがに向き合い、心身の安定と自己肯定感を育成する教育力を

身に付ける。 

② 大学、企業、地域等と連携を充実させ、教育相談や授業の充実、専門人材の活用や経験年数の少ない教職員の育成を含めた教職員の専門性の向上を図る。 

③ センター的機能の役割を果たすとともに病弱支援に関わる地域における支援教育の充実(特に心身症等に係る不登校支援)に努める。 

３ 安全で安心な学校生活をおくることができる学校づくり 

➀  児童生徒が安心して学校生活ができるよう、児童生徒の人権を尊重する学校づくり。 

②  学校間(羽曳野支援と原籍校)連携、医療機関(羽曳野支援と病院)連携、保護者との連携体制、強化した学校づくり。 

③  多様化する家庭環境に対して、子どもたちの健やかな成長を支えるため、保護者や子どもたちが家庭教育について考えたり相談したりする学校づくり。 

４ 教職員の働き方改革 

 ➀  教職員が効率の良い働き方ができるようグループウェア等を活用した「校務運営の効率化」をめざす学校づくり。 

 ②  全校一斉定時退庁日を設定し、教職員の業務量の適切管理等をすすめる学校づくり。 

 

【学校教育自己診断の結果と分析・学校運営協議会からの意見】 

学校教育自己診断の結果と分析［令和５年 11月～実施分］ 学校運営協議会からの意見 

＜全体＞ 

・今年度の傾向として、各項目で「だいたいそう思う」の割合が増加している。 

特に保護者、医療関係者にその割合が多い。 

・ここ最近の課題であった「防災」に関する項目は、教職員と保護者の評価が高

く、児童生徒の評価が低い。やはり授業時間の確保が優先で防災関係の時間があ

まりとれていないと考えられ、継続した課題である。 

・教職員の評価が高く、児童生徒の評価が高くない項目が複数見られ、指導する

側とされる側の意識の差をしっかりと意識した指導の改善が必要。 

＜児童生徒＞ 

・①「学校に行くのが楽しい」②「授業はわかりやすい」の２項目は昨年度同様

に 90％前後であった。しかし、①では、13％が否定的回答をしているので、今

後の改善に向けて検討が必要。 

・残りの８項目も例年通り肯定的回答が 80％であり、取組みの連続性が伺える。 

＜保護者＞ 

・全項目で昨年度より、肯定的回答が増加している。反面、全項目で「だいたい

そう思う」が増加しており、まだ面会制限のある病院が多いため、児童生徒の思

いを保護者が直接聞き取りにくいことが大きな要因と考えられる。 

・①「学校へ行くのが楽しい」②「授業が分かりやすいと言っている」の否定的

回答が昨年と比べ、それぞれ２％、０％となりかなり減少した。 

・⑧「学校は地域校と連絡や転校時の引継ぎを行っている」の「だいたいそう思

う」が３％から 14％へ増加している。方法は変わっていないので、保護者への情

報として届いていないと思われる。 

＜医療関係者＞ 

・例年と同様に「そう思う」よりも「だいたいそう思う」が多い項目が全体８項

目中７個項目を占めた。学校と病棟間での緊密な情報交換がさらに望まれる 

＜教職員＞ 

・昨年課題とした①「授業内容を工夫し、わかりやすい授業づくりに努めている」

の「そう思う」が５％上昇し、一昨年の水準に戻った。 

・低評価が続いていた⑦「安全教育」については、昨年度大きく改善した傾向が

今年も続いている。 

・③「進路指導」では、教職員の否定的回答が４％に対し、児童生徒の否定的回

答が 14％と大きく開いており、この差の要因についてしっかりとした検討が必要

である。 

第１回  令和５年７月４日（火） 

＜主な案件＞ 

・R５の学校経営計画の説明 

「学校経営計画」を踏まえた学校運営の充実について 

・教科用図書採択についての説明 

・学校紹介（本校、訪問、各分教室など） 

＜主な意見＞ 

・キャリア教育の充実に向けて新しい取り組みを教えてほしい。 

・病弱の高校生に対してアプローチや取り組みの予定があるか？ 

・地域の学校の通常の学級でどのように教育がされているかを見学し参考にされ

ることをお勧めしたい。 

 

第２回   令和５年 12月８日（金） 

＜主な案件＞ 

・学校教育自己診断の実施状況及び集計結果（簡易分析） 

・学校行事についての説明 

 ①体育大会（本校、阪南） ②オンライン校外学習 ③オンライン修学旅行 

 ④大日本印刷の出前授業 ⑤学習発表会（阪南分教室） 

＜主な意見＞ 

・自己診断の設問で、タブレット端末使用の有無ではなく、分かりやすくなって

いるかどうかを問うほうが良い。 

・羽曳野支援ならではの取組みがあるのではないか？ 

 

第３回   令和６年３月１日（金）実施 

＜主な案件＞ 

・学校教育自己診断アンケートの分析結果報告 

・R５学校経営計画(評価案)、R６学校経営計画(計画案)の説明と協議 

・本校初任者の総括プレゼン、他  

＜主な意見＞ 

・学校自己診断で、「授業を楽しくする」ための具体的な工夫を教えてほしい。 

・めざす学校像や中期的目標の変更については承認。 

・入院が短期化する児童生徒のニーズは短期勝負と考えられる。それらを十分意

識した研究や実践を期待したい。 
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府立羽曳野支援学校 

３ 本年度の取組内容及び自己評価 

中期
的 

目標 
今年度の重点目標 具体的な取組計画・内容 評価指標［R４年度値］ 自己評価 
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① 児童生徒の病気やけがの状

況に応じた指導内容や指導方

法の工夫等充実させるために

多様な教育活動に取り組む。 

①・授業や自立活動や総合的学習の時間等を活

用し、こどもが病気やけがの状況を理解しなが

らも、豊かな学びの充実をすすめる取り組み

を本校や６分教室、訪問教育先病院の病気

や怪我の特性に応じて行う。 

①・学校教育自己診断アンケート 

(児童生徒➀)学校に行くのが楽しい 

[R４ そう思う 59％]  

R５評価指標 そう思う 70％以上 

①・学校の行くのが楽しい（児童生 

徒アンケート）の回答で そう思う 

は 58％であった。昨年度とほぼ 

同じ。（△） 

② 小学部・中学部段階から将

来をみすえた自主性・自立性を

育成するため、発達段階に応じ

たキャリア教育の充実を目ざ

す。 

②・ア 

自立活動の時間等を利用したキャリア教育を

実施する(自分を知る・他者を知る・社会を知る

取り組み)。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・イ 

病種により、将来必要となる生活のあり方が異

なるため、各部署の状況に応じたキャリア教育

に関わる取り組みを行う。 

②・ア 

・学校教育自己診断アンケート(児童生徒➃)

これからの夢や職業、進路について先生と話

し合ったことがある 

[R４ そう思う 30％] 

R５評価指標 そう思う 50％以上 

・社会人から学ぶ(オンライン)講話や実体験

の実施(阪南) 

・病院で働く人々からインタビュー実施(母子) 

・教員見学研修。(年２回以上) 

フリースクール・適応指導教室、先進的な

取り組みを実施している学校等を見学し、

多様な進路相談や進路実現、不登校児童

生徒への指導等、支援できるようにする。 

   R５評価指標 教員見学研修を実施し、

校内研修等で伝達する 

・イ 

・学校教育自己診断アンケート[教職員③]「児

童生徒の発達段階に応じた進路指導(将来

の夢や職業、進路、生きる力等)に努めてい

る。 

[R４ そう思う 55％] 

評価指標 そう思う 60％ 

② ア 

・これからの夢や職業、進路につい

て先生と話し合ったことがある（児

童生徒アンケート）の回答で、そう

思うが 33％であった。（△） 

 

・阪南では、学習発表会でさをり織

のバッグやスマホストラップ、育て

た野菜などを販売実習する事が

できた。母子でも働く人へのインタ

ビュー実施。（○） 

・今年度は、見学等には行けなかっ

た。（△） 

 

 

 

・イ 

児童生徒の発達段階に応じた進路

指導(将来の夢や職業、進路、生

きる力等)に努めている。（教職員

アンケート） そう思うが、46％と

減少した。（△） 
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学
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③ 確かな学力の定着と学びを

深化させるため、１人１台端末

を効果的に利活用した様々な

体験(間接的・疑似的)や、プロ

グラミング的思考の育成、読書

活動の推進、分教室間や原籍

校とつなぎ、協働の学びの充実

をさらに推進する。 

③・ア 

全国ロボットプログラミング選手権(病弱教育部

門)、羽曳野支援学校全校プロジェクトなど、オ

ンラインでつないだ学校行事を実施し、多様性

を認めて他者と協働する力を育成したり、自分

を俯瞰的に理解する力を育成したり、ロボットプ

ログラミングやゲームや動画等を視聴し、論理

的に考えて答えを導く力を育む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・イ 

・リモート機器を利用し、間接的・疑似的体験を

実施する。 

・児童生徒と原籍校をリモートでつなぎ、復学へ

の支援を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

・ウ 

・読書活動推進委員会を中心に、よみきかせ

や図書紹介リーフレット作成、ブックトーク等、

工夫した取り組みや蔵書のデジタルリーフ化

を進める。 

③・ア 

・自立活動や総合的学習の時間で、ICT 端末

を積極的に活用し、プログラミング的思考を

育成する学習をする。 

プログラミング的思考の解説動画の視聴や、

日常生活を題材としたプログラミング的思考

の学習、カードゲームやボートゲームを活用

したプログラミング的思考の気づき、ロボットを

活用したプログラミング的思考の育成等を行

う。 

[R４ 年間回数 本校各分教室で年間６

回かつ全校で年間計 50回 ] 

R５評価指標 

これらの授業実施回数 

本校及び各分教室で年間７回以上

かつ全校で年間計 60回以上実施 

 

・イ 

・遠隔操作を行い、分教室間でボッチャ交流

等の間接的・疑似的体験回数 

[R４ 年間３回] 

R５評価指標  年間３回以上 

・他分教室との自立活動交流 

[R４ 年６回] 

R５評価指標  年６回 

・原籍校とのリモート回数 

[R４ 年１回] 

R５評価指標  年間１回以上 

 

・ウ 

・校内教員アンケート[読書を活性化させること

ができたか] 

[R４肯定率 79％] 

R５評価指標 肯定率 85％ 

・図書貸出率(図書貸出数/延べ在籍数)  

R５評価指標 100％ 

③・ア 

・全国ロボットプログラミング選手権

に２チーム出場（校内予選を経

て）。このための関連授業実施は

本校及び各分教室合わせて 10

回以上実施。(○) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・イ 

・今年度はボッチャ交流を３学期に

実施。３回実施できた。（○） 

 

 

・他分教室との自立活動交流につ

いては、今年度は２回実施。（△） 

実施方法に検討の必要あり。 

・原籍校とのリモート回数は１回実

施。(○) 

 

 

・ウ 

・校内教員アンケートを今年度は実

施できず。（△） 

 

 

・図書貸出率(図書貸出数/延べ在

籍数 )についても調査できず。

（△） 

④ 分教室間の効率の良い教員

配置を推進し分教室間連携を

強化する。 

④・ア 

・教育課程検討委員会、ICT 委員会等で、教

員の保有免許を考慮し、ICT 機器を利用した

効率の良い授業を実施。 

 

 

  

・イ 

・過去の児童生徒在籍数を分析し、時期により

効果的な人員配置を行う。 

④・ア 

・本校と６分教室、訪問教育部で 、ICT 機器

を利用した効率の良い授業の実施率を数値

化する。[新規] 

R５評価指標 全教科 ICT 機器利用授業

実施率 90％  

 

・イ 

・過去の児童生徒入級状況のデータベースを

作成する。[新規] 

R５評価指標 データベース作成 

④・ア 

・ICT 機器を利用した効率の良い授

業の実施率を数値化することはで

きなかった。(△) 

 

 

 

・イ 

過去の児童生徒入級状況のデータ

ベースを表計算ソフトのマクロで作成

し活用。（○） 

 

⑤ 個別の教育支援計画・個別

の指導計画の充実および児童

生徒の特長をのばす支援体制

の確立を目ざす。 

⑤・自立活動部を中心に個別の教育支援計画・

個別の指導計画の記載内容の充実を図る。 

・個別の教育支援計画の全データ化  

・個別の指導計画のデータ化検討 

R５評価指標 支援計画のデータ化実施 

・個別の教育支援計画の全データ

化及び個別の指導計画のデータ

化を実施し活用中。（○） 
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① 「主体的対話的で深い学び」

を目ざした授業や、自立活動を

充実させ、児童生徒が自分の

病気やけがに向き合い、心身の

安定と自己肯定感を育成する

教育力を身に付ける。 

➀・ア 

・ICT教育推進のための設備をさらに充実させ、

自己理解や自己肯定感を高める学びへつな

げる授業を行い、「自分を肯定し、主体的に学

ぶ力」や、「社会とつながる自分を考える力」を

育む。 

➀・ア 

・授業で利用した教材等、学習支援クラウドサ

ービス等に蓄積し、児童生徒が振り返りやす

くしたり、 限定公開の動画等により、校内で

実践事例を公開し、関係教員がいつでも見

学できる仕組みを構築する。 

・児童生徒の状況に応じて双方向のオンライ

ン授業をしたり、スライドを用いた発表を全校

で実施する。 

・学校教育自己診断アンケート(児童生徒②)

授業は分かりやすい 

[R４ そう思う 63％] 

R５評価指標 そう思う 70％以上 

・各教科で授業見学会を実施し、授業改善を

図る。研究誌はびきのに掲載できるようにす

る。 

R５評価指標 授業見学会年３回実施 

中学部 国・数・社・理・英・実技４科 

小学部 全科 

・学校教育自己診断アンケート(教員)⑭「学校

は、児童生徒がタブレット端末を効果的に活

用できるようにしている」 

[R４ そう思う 47％] 

R５評価指標 そう思う 60％以上 

・デジタル教材活用 PT を立ち上げる。[新規]  

R５評価指標デジタル教材活用授業教員

(40％以上)  

 

・ICT 教育を推進するために、分教室の通信

環境整備や訪問教育時の通信環境改善に

必要な機器等、必要な備品・消耗品を整備

し、活用する。 

➀・ア 

・学習支援クラウドサービス等への

蓄積については十分ではないが、

学校フォルダ（S フォルダ）には、

各教科のフォルダが有り、そこに

は教材等が随時蓄積されてい

る。（△） 

・双方向のオンライン授業は実施。

児童生徒の各分教室紹介や出

前授業等でスライド発表を実施。

（○） 

・授業は分かりやすい（児童生徒ア

ンケート） そう思うが、63%であっ

た。（△） 

 

・各教科で授業見学会は年３回実

施できた。（○） 

 

 

 

 

・「学校は、児童生徒がタブレット端

末を効果的に活用できるようにし

ている」（教職員アンケート） 

そう思うが、51％であった。（△） 

 

・デジタル教材活用 PT ではなく、オ

ンライン授業等検討 PT を立ち上

げた。活用状況については数値

化できず。（△） 

・上記 PT のために、試行実施用の

通信環境改善に必要な機器等、

必要な備品・消耗品を整備し、活

用に向けて検討中（○） 

② 大学、企業、地域等と連携を

充実させ、教育相談や授業の

充実、専門人材の活用や経験

の少ない教職員の育成を含め

た教職員の専門性の向上を図

る。 

②・ア 

・全国・近畿・大阪の病弱教育研究会に参加

するとともに、実践発表を通して情報共有・情

報交換を行い、教員の専門性の向上を図る。 

 

・イ 

・病弱教育における教科指導力の向上につい

て、教員が互いに学びあう機会を設ける。教

科書改訂に伴う必要書籍および研究書籍を

確保し、研究をすすめる。 

 

 

 

 

・ウ 

・病弱支援学校で学ぶ児童生徒の病気やけが

等を理解した指導ができるよう教職員の研修

を行う。 

 

・エ 

・大学や企業等と連携し、ICT 教育を推進する

ための取り組みを行う。 

②・ア 

・R５大阪病弱教育研究会幹事校として 府内

病弱支援教育力向上に寄与する。 

R５評価指標 幹事校実績 

 

・イ 

・全校研修（新転任者研修及び希望者研修）

を実施するとともに、業務上必要な基礎力ア

ップをはかる。 

研修研究に必要な書籍やアプリ等を選定し

充実させる。 

[R４ 年３回] 

R５評価指標 年間３回以上 

 

・ウ 

・病院やリーディングスタッフを中心に校内支

援を実施し、専門性を高める研修を行う。 

R５評価指標 年間 ６回以上 

 

・エ 

・慶應大学と連携し、PDF 版教科用図書の活

用を推進する。 

 

 

・企業等と連携し、テレプレゼンスロボット等を

活用した取り組みや食育についての取り組み

を行う。 

R５評価指標 実績評価 

②・ア 

・R５大阪病弱教育研究会幹事校と

して、コロナ禍後初めて大病研を

集合開催で実施。次年度に向け

改革案を提示予定。（◎） 

・イ 

・全校研修（新転任者研修及び希

望者研修）は３回以上実施。 

 PT 目的で、教員用図書を 10 万

円規模で購入。（○） 

 

 

 

 

・ウ 

・病院関係者等による校内支援を

実施し、専門性を高める研修を

年６回以上実施。（○） 

 

・エ 

・今年度より PDF 版教科用図書の

使用ルールが厳密化（視覚障が

い者のみ）され、活用できなかっ

た。（△） 

・今年度については、テレプレゼンス

ロボットの活用や食育についての

取組みは行わなかった。（△） 

（コロナ禍緩和で集合型の行事や授

業が多くなったため） 
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府立羽曳野支援学校 

③ センター的機能の役割を果た

すとともに病弱支援に関わる地

域における支援教育の充実(特

に心身症等に係る不登校支援)

に努める。 

③ 保護者、医師、原籍校、福祉との連携のも

と、児童生徒の状態に合わせて、ケース会議

を行い、スムーズな復学をめざす。 

・ア 

・保護者と児童生徒が共に過ごせる機会を設

けるとともに、保護者と共に交流が図れるよう

内容を検討し実施する。 

 

 

・イ 

・他病院で治療を受けている児童生徒の教育

を受ける権利を保障するため、訪問教育につ

いての理解促進を図る。 

 

 

 

 

・ウ 

・ICT 教育のさらなる推進や、病弱支援教育に

おける課題を発信するため、地域向けにセミ

ナーを実施する。 

 

③ 

 

 

・ア 

・学校自己診断アンケート(保護者⑫)PTA 行

事は参加しやすいよう工夫されている。 

[R４ 44％] 

R５評価指標 50％。 

 

・イ 

・大阪府看護師協会、市町村教育委員会と

連携し小中学校養護教諭・市町村立学校

教頭会など連携し訪問教育について説明す

る機会を増やす。 

[R４年６回] 

R５評価指標 年８回 

 

・ウ 

・ICT 教育を推進するための教員力向上研修

を行う。 

[R４年３回]   

R５評価指標 年３回以上 

・デジタル教材を積極的に活用し、市町村院

内学級の支援力向上のため大阪病弱教育

研究会等で発信する。 

・地域向けセミナーや研究会への発信。 

[R４実施回数 年６回] 

R５評価指標 年６回以上 

・学校 HP 等で、地域支援に関する情報を積

極的に情報提供する。 

③ 

 

 

・ア 

・PTA 行事は参加しやすいよう工夫

されている。(保護者アンケート) 

肯定的評価が、46％であった。

（△） 

 

・イ 

・今年度については、実施していな

い。（△） 

 次年度以降、学校関係者への周

知について何らかの事業が必要

か検討要。 

 

 

ウ 

・ICT 教育を推進するための教員力

向上研修は、全体、各分教室合

わせて３回以上実施。（○） 

 

・R５年度の全国病弱虚弱教育研究

連盟研究協議会(福岡大会)で発

表を行った。（○） 

・地域向けセミナーや研究会への発

信を６回以上実施。（○） 

・学校 HP 等で、地域支援に関する

ボタン(アンカーリンク)を増やし、

情報を積極的に配信した。（○） 

３ 

・ 

安

全 

で 

安

心 

な 

学
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生

活 

を 

お 

く 

る 

こ 

と 

が 

で 

き 

る 

学 

校 

づ 

く 

り 

 

① 児童生徒が安心して学校生

活ができるよう、児童生徒の人

権を尊重する学校づくり。 

① 

・いじめの早期発見に向け、病棟と連携して、

日々の連絡の中で、気になる状況があれば共有

し確認する。いじめが明らかになった時にはいじ

め対策委員会で迅速に連携対応する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・入院する子どもの人権について、研修を行う。 

➀ 

・いじめ見逃しゼロをめざす 

・学校教育自己診断アンケート児童生徒⑪

「先生は羽曳野支援学校で起こったいじめに

ついてあなたが困ったら真剣に対応してくれ

ると思う」 

[R４ そう思う 67%]   

R５評価指標 そう思う 75％以上 

・学校教育自己診断アンケート児童生徒⑩

「あなたの体や心の状態について先生に話を

しやすいと思う」 

[R４ そう思う 62%] 

R５評価指標 そう思う 75％以上 

 

・学校教育自己診断アンケート保護者⑥「学

校は子どもの人権やプライバシーに配慮した

指導を行っている」 

[R４ そう思う 71%]   

R５評価指標 そう思う 80％以上 

➀ 

・しっかりと取り組めた（○） 

・「先生は羽曳野支援学校で起こっ

たいじめについてあなたが困った

ら真剣に対応してくれると思う」

（児童生徒アンケート） そう思う

が、51％であった。（△）児童生

徒への寄り添いを一層強化してい

きたい。 

・「あなたの体や心の状態について

先生に話をしやすいと思う」（児童

生徒アンケート）  そう思うが、

57％であった。（△） 

 

・「学校は子どもの人権やプライバシ

ーに配慮した指導を行っている」

（保護者アンケート） 

そう思うが、72％であった。（△） 

② 学校間(羽曳野支援と原籍

校)連携、医療機関(羽曳野支

援と病院)連携、保護者との連

携体制、を強化した学校づくり。 

② 

・病院と学校との連携の強化 

・保護者、児童生徒との教育相談の徹底 

・原籍校との連絡体制の強化 

② 

・学校教育自己診断アンケート医療関者➃

「学校は地域校との連絡会等で、医療関係

者と原籍校をつなぐ役割を果たしている」 

[R４ そう思う 29%]   

R５評価指標 そう思う 40％以上 

・学校教育自己診断アンケート医療関者⑤

「学校は医療関係者との連絡や情報提供を

行っている」 

[R４肯定回答率 30%]  

R５評価指標 そう思う 40％以上 

・学校教育自己診断アンケート保護者⑧「学

校は原籍校と連絡や転校時の引継ぎを行っ

ている」 

[R４ そう思う 91%]  

R５評価指標 そう思う 91％ 

② 

・「学校は地域校との連絡会等で、

医療関係者と原籍校をつなぐ役

割を果たしている」（医療関係者

アンケート）そう思うが、32％であ

った。（△） 

・「学校は医療関係者との連絡や情

報提供を行っている」（医療関係

者アンケート）肯定的回答が、

37％であった。（○） 

 

・「学校は原籍校と連絡や転校時の

引継ぎを行っている」（保護者ア

ンケート） そう思うが、84％であ

った。（△） 

 



№S44 

 

府立羽曳野支援学校 

③ 多様化する家庭環境に対し

て、子どもたちの健やかな成長

を支えるため、保護者や子ども

たちが家庭教育について考え

たり相談したりする学校づくり。 

③ 

・保護者との教育相談支援を充実させ、退院後

の過ごし方等、家庭教育について考えたり相談

したりする取り組みを行う。 

・万一の災害時対応について、教育相談時と入

級時に保護者と子どもと確認を徹底する。 

③ 

・学校教育自己診断アンケート保護者⑨「学

校は保護者と連絡や情報提供を行ってい

る」 

[R４そう思う 79％] 

R５評価指標 そう思う 85％以上 

・学校教育自己診断アンケート保護者⑩「学

校は子どもの病気や心身の状態についてよく

理解している」 

[R４そう思う 78％] 

R５評価指標 そう思う 85％以上 

・学校教育自己診断アンケート保護者⑪「教

員は個別の教育計画を本人・保護者のニー

ズを踏まえて作成している」 

[R４そう思う 82％] 

R５評価指標 そう思う 85％以上 

・学校教育自己診断アンケート保護者⑦「学

校から地震や火災など防災教育や安全教

育を受け、入級時に災害時における学校の

対応について説明を受けた」 

[R４ そう思う 74％]  

R５評価指標 そう思う 85％以上 

・学校教育自己診断アンケート児童生徒⑧

「地震や火災の時の避難方法や危険から身

を守る方法について勉強したことがある」 

[R４ そう思う 45％] 

R５評価指標 そう思う 55％以上 

③ 

・「学校は保護者と連絡や情報提供

を行っている」（保護者アンケー

ト） そう思うが、83％であった。

（△） 

 

 

・「学校は子どもの病気や心身の状

態についてよく理解している」 

（保護者アンケート）  そう思うが、 

69％であった。（△） 

 

・「教員は個別の教育計画を本人・

保護者のニーズを踏まえて作成

している」（保護者アンケート） そ

う思うが、 69％であった。（△） 

 

・「学校から地震や火災など防災教

育や安全教育を受け、入級時に

災害時における学校の対応につ

いて説明を受けた」（保護者アン

ケート） そう思うが、 78％であっ

た。（△） 

・「地震や火災の時の避難方法や危

険から身を守る方法について勉

強したことがある」（児童生徒アン

ケート） そう思うが、 39％であっ

た。（△） 

４ 

教

職

員 

の 

働 

き 

方 

改

革 

 

➀ 教職員が効率の良い働き

方ができるようグループウェア

等を活用した「校務運営の 

効率化」を目ざす学校づくり。 

➀・ア 

・本校・各分教室の情報共有についてリアルタ

イムで共有する取り組み 

 

 

 

 

 

・イ 

・本校・全分教室や、分掌、全委員会が効率の

良い情報共有を行い、教材の共有や教材研

究の時間確保ができるようにする。 

➀・ア 

・毎日の教員朝礼を、Web 会議システムを利

用し、本校と６つの分教室をつなぐ。 

[R４ ３学期週１回実施] 

R５ 評価指標 毎日実施できたか 

R５評価指標 年間派遣回数 10回以上 

 

 

・イ 

・訪問教育部と訪問教育に関わる教員の情報

等学習支援クラウドサービスを活用した情報

共有を行う。勤務公署の離れた教員との会

議について Web 会議システムを利用した会

議を行う。 

[R４度年 30回] 

R５ 評価指標 Web 会議システムを活用

したオンライン会議数 40回以上 

➀・ア 

・Web会議システムを利用した全校

教員朝礼は週１回実施。代わりに

プレゼンテーションソフトを活用し

た連絡版を整備し、周知事項が

全職員に伝わるようにした。（○） 

 

 

・イ 

・情報等学習支援クラウドサービス

を活用した情報共有をしたが、40

回以上のオンライン会議は出来

なかった。 

ただし、Ｗｅb 会議の代わりに、常時

設置の携帯電話を導入。（△） 

 

② 全校一斉定時退庁日を設定

し教職員の業務量の適切管理

等をすすめる学校づくり。 

② 全校一斉定時退庁日を設定や校務運営の

効率化を実施する。 

②  

・原則水曜日を定時退庁日と設定し、水曜日

に定時退庁できない場合は他の曜日を定時

退庁することを周知徹底し、週一回以上実

施する。 

R５評価指標 実績評価とする 

・グループウェア等を活用した校務運営の効

率化を実施する。 

R５評価指標  実績評価とする 

②  

・原則水曜日を定時退庁日と設定

し、定着に向け啓発した。（○） 

 

 

 

・グループウェア等活用した校務運

営の効率化は未実施。（△） 

 

 


